
　 元気共奏　飛躍ふじえだ 5 5
広報ふじえだ

　 元気共奏　飛躍ふじえだ 5 5
広報ふじえだ

支える、学ぶ、備える特集
Special

手作り人形で紙相撲を楽しむ（郷土博物館）
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東日
震
大

災

本

M9.0
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。
私
た
ち
が
、
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
震
度
７
の
大
地
震
で
し
た
。
東
北
か
ら
北
関
東
ま

で
の
広
範
囲
で
住
宅
、
学
校
、
工
場
な
ど
が
損
壊
。
大
津
波
に
よ
り
、
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
被
災
地
の
様
子
に
は
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
住
む
東
海
地
方
は
、
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
被

災
地
へ
の
本
市
の
支
援
活
動
を
紹
介
し
、
大
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

危
機
管
理
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
１　

内
線
３
８
３

被
災
地
支
援
と日
頃
の
備
え

みなさんからの支援物資は栗原市へ

本市消防隊員に渡されたポケット線量計

大槌町に届けたごみ収集車

津波に襲われた建物（手前）と高台で被害を免れた神社（いわき市）

がれきの中を進み捜索を続ける本市消防隊員（いわき市）被災地で給水活動をする本市水道職員（七ヶ浜町）

藤
枝
市
の
被
災
地
支
援

静
岡
県
緊
急
消
防
援
助
隊
に
参
加

派
遣
期
間
／
３
月
11
日
～
４
月
１
日

活
動
拠
点
／
福
島
県
い
わ
き
市
・
相

馬
市
な
ど

活
動
内
容
／
人
命
救
助
・
捜
索
活
動
・

救
急
搬
送

派
遣
職
員
／
延
べ
57
人

支
援
物
資
を
搬
送

搬
送
日
・
提
供
物
資
／
３
月
15
日
…

簡
易
ト
イ
レ
（
30
セ
ッ
ト
）・
毛

布
（
千
枚
）、
３
月
24
日
…
ア
ル

フ
ァ
米
（
１
万
食
）

提
供
先
／
岩
手
県

応
急
給
水
応
援
隊
を
派
遣

派
遣
期
間
／
３
月
18
日
～
４
月
３
日

活
動
場
所
／
宮
城
県
七し

ち

ヶが

浜は
ま

町ま
ち

活
動
内
容
／
被
災
地
で
の
給
水
活
動

派
遣
職
員
／
延
べ
17
人

み
な
さ
ん
か
ら
の
支
援
物
資
を
搬
送

募
集
期
間
／
３
月
25
日
～
４
月
３
日

提
供
者
／
延
べ
４
０
９
人

提
供
物
資
／
衛
生
用
品
（
お
む
つ
・

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
）、
粉
ミ
ル
ク
、

下
着
、
防
寒
上
着

提
供
物
資
数
量
／
４
９
６
１
５
点

（
12
品
目
）

搬
送
日
／
４
月
４
日

提
供
先
／
宮
城
県
栗
原
市

下
水
道
管
路
調
査
支
援
員
を
派
遣

派
遣
期
間
／
４
月
５
日
～
11
日

活
動
場
所
／
宮
城
県
南
部
の
８
市
町

派
遣
職
員
／
１
人

一
般
職
員
を
派
遣
（
予
定
含
む
）

派
遣
期
間
／
４
月
14
日
～
23
日
、４
月 

28
日
～
5
月
7
日
、
５
月
５
日
～

14
日
、
５
月
26
日
～
６
月
４
日

活
動
場
所
／
岩
手
県
大
槌
町
・
山
田

町
派
遣
職
員
／
各
派
遣
期
間
１
人

医
療
救
護
班
を
派
遣

派
遣
期
間
／
４
月
17
日
～
21
日

活
動
場
所
／
岩
手
県
宮
古
市

派
遣
職
員
／
６
人
（
医
師
２
人
、
看

護
師
２
人
、
薬
剤
師
１
人
、
事
務

職
１
人
）

保
健
師
を
派
遣
（
予
定
を
含
む
）

派
遣
期
間
／
４
月
20
日
～
24
日
、５
月 

29
日
～
６
月
２
日

活
動
場
所
／
岩
手
県
山
田
町

派
遣
職
員
／
各
派
遣
期
間
１
人

義
援
金
（
市
内
５
カ
所
）

４
０
７
１
万
４
４
８
円

（
４
月
25
日
現
在
）

ご
み
収
集
車
１
台
を
提
供

　

搬
送
日
／
４
月
21
日

　

提
供
先
／
岩
手
県
大
槌
町

　支える、学ぶ、備える

　　　　　　　日頃の訓練が
　　　　　　　命・地域を守る

被災地で救援活動した
消防司令  　　
　嶋

し ま

崎
ざ き

英
え い

逸
い つ

東日本大震災当日の３月11日、総務省消防庁
から静岡県緊急消防援助隊に東北方面への出動
要請がありました。

本市消防本部では、消火・救急・支援隊の３
隊が、その日のうちに出動。東北地方に近づく
につれ、道路・家屋などの被害が目立ち始めま
した。翌日の昼頃、福島県いわき市の活動拠点
へ到着。被害の大きかった沿岸部で、救援活動
を行いました。現地は、目を覆いたくなるよう
な悲惨な状況で言葉を失いました。

仲間とともに、１人でも多くの生存者を発見
しようと、がれきの下や建物の中など、昼夜を
問わず捜索を行いました。しかし、生存者は１
人も発見できず、非常に残念でした。

今回の大地震で発生した大津波で、多くの尊
い命が失われました。しかし、沿岸部に近い地
域なのに、ほとんどの人が無事だった地域があ
ると聞きました。その地域では、日頃から、地
震が発生したらどこへ避難するかを徹底して訓
練していたそうです。繰り返し訓練を行うこ
とで、頭ではなく、身体が自然と動き、大地震
が発生しても落ち着いて行動ができたからこそ、
多くの命が救われました。

私たちの住む藤枝市も、東海地震が発生する
と、大きな被害が予想されます。いざというと
きに、落ち着いて行動するためには、日頃の訓
練がいかに大切かを身をもって感じました。
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安
否
確
認

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
激
し
い

揺
れ
が
収
ま
っ
て
、
ま
ず
気
に
な
る
の
は
、

離
れ
離
れ
の
家
族
の
安
否
で
す
。
今
回
の

震
災
直
後
、
電
話
回
線
が
混
み
合
い
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
発
生
。
家

族
の
安
否
が
分
か
ら
ず
、
不
安
ば
か
り
が

募
っ
た
人
が
数
多
く
い
ま
し
た
。
直
接
、

家
族
に
電
話
を
か
け
る
以
外
に
も
、
家
族

と
連
絡
が
取
れ
る
方
法
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
そ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

■
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
震
度
５
弱
以
下
で
も
電
話
回
線
な
ど

が
混
み
合
う
と
判
断
し
た
場
合
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

自
分
の
安
否
を
知
ら
せ
る
…
１
７
１
１
の

後
に
、
自
宅
の
電
話
番
号
（
市
外
局
番

か
ら
）
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
録
音
す
る

家
族
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
…
１
７

１
２
の
後
に
、
安
否
を
確
認
し
た
い
人

の
自
宅
の
電
話
番
号（
市
外
局
番
か
ら
）

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

■
災
害
用
伝
言
板

自
宅
に
固
定
電
話
が
な
く
、
携
帯
電

話
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

災
害
用
伝
言
板
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
携
帯
電
話
各

社
（au

・docom
o

・softbank

な
ど
）

が
開
設
し
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
し

　支える、学ぶ、備える

一番気になるのは
家族の安否

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ご
自
分
が
お
持

ち
の
携
帯
電
話
の
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
メ
知
識

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
・
災
害
用

伝
言
板
は
体
験
で
き
ま
す
。

▼
体
験
日
／
毎
月
１
日
・
15
日
、
１

月
１
日
～
３
日
、
１
月
15
日
午
前
９

時
～
21
日
午
後
５
時
、
８
月
30
日
午

前
９
時
～
９
月
５
日
午
後
５
時

避
難
経
路

あ
な
た
は
自
分
の
住
む
地
域
の
指
定
避

難
場
所
を
ご
存
知
で
す
か
。
避
難
場
所
ま

で
の
安
全
な
避
難
経
路
と
、
指
定
避
難
場

所
内
で
の
詳
し
い
集
合
場
所
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
メ
知
識

　

家
族
の
集
合
場
所
は
、
い
き
な
り

指
定
避
難
場
所
に
す
る
よ
り
、
自
宅

近
く
の
公
園
・
集
会
場
の
駐
車
場
な

ど
に
す
る
方
法
を
お
薦
め
し
ま
す
。

大
勢
の
人
が
集
ま
る
指
定
避
難
場
所

よ
り
、
家
族
が
見
つ
け
や
す
い
か
ら

で
す
。
家
族
が
そ
ろ
っ
て
か
ら
指
定

避
難
場
所
に
移
動
す
る
と
安
心
感
が

違
い
ま
す
。

非
常
持
出
品

地
震
発
生
直
後
、
避
難
す
る
際
に
持
っ

て
い
く
の
が
非
常
持
出
品
。
ま
ず
は
命
を

守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
動
き
や
す
い
よ

う
に
必
要
最
低
限
の
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
貴
重
品
類
（
現
金
・
預
貯
金
通
帳
な
ど
）

◇
食
料
・
水
（
乾
パ
ン
・
缶
詰
な
ど
火
を

通
さ
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
な
ど
）

◇
ラ
ジ
オ
（
予
備
電
池
は
多
め
に
用
意
）

◇
懐
中
電
灯
（
で
き
れ
ば
一
人
に
一
つ
）

◇
応
急
医
薬
品
（
包

帯
、
胃
腸
薬
、
鎮

痛
剤
、
常
備
薬
な

ど
）

◇
衣
類
（
下
着
、
タ

オ
ル
、
紙
お
む
つ
な
ど
）

非
常
備
蓄
品

身
の
安
全
が
確
保
で
き
た
後
の
た
め
に

備
え
て
お
き
た
い
の
が
非
常
備
蓄
品
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な

ど
）
が
止
ま
っ
た
と
き
、
支
援
物
資
が
届

く
ま
で
の
期
間
を
し
の
ぐ
た
め
の
も
の
で

す
。
食
料
は
、
定
期
的
に
賞
味
期
限
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
食
料
（
米
、
缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
の
お
か

ず
、
お
菓
子
な
ど
７
日
分
。
乳
幼
児
用

や
高
齢
者
用
の
食
べ
物
も
忘
れ
ず
に
）

◇
燃
料
（
卓
上
コ
ン
ロ
、
交
換
用
ガ
ス
、

固
形
燃
料
な
ど
）

◇
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
の
水

を
最
低
３
日
分
）

◇
簡
易
ト
イ
レ
（
水
道
が
止
ま
る
と
水
洗

ト
イ
レ
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
）

転
倒
防
止

家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策

　

大
地
震
の
際
の
激
し
い
揺
れ
は
、
固
定

さ
れ
て
い
な
い
家
具
を
凶
器
に
し
ま
す
。

た
ん
す
や
戸
棚
な
ど
は
、
必
ず
固
定
し
ま

し
ょ
う
。

◦
背
の
高
い
家
具
は
、
鴨
居
に
Ｌ
型
金
具

な
ど
を
使
用
し
て
留
め
る

◦
背
の
低
い
家
具
は
、
鴨
居
に
布
製
の
ベ

ル
ト
を
使
用
し
て
留
め
る

◦
開
き
戸
の
家
具
は
中
の
物
が
飛
び
出
さ

な
い
よ
う
に
留
め
具
を
つ
け
る

耐
震
診
断
で
家
の
強
度
確
認

　

自
分
の
家
が
ど
れ
く
ら
い
の
揺
れ
に
耐

え
ら
れ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
自
分
の
命

を
守
る
上
で
、
不
可
欠
な
知
識
で
す
。
昭

和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅

に
住
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
市
で
は
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
耐
震

診
断
の
結
果
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

門
柱
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
転
倒
対
策

門
柱
が
傾
い
て
い
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

確
認
し
、
必
要
な
ら
補
強
や
撤
去
を
。

マ
メ
知
識

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

行
う
場
合
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・

生
け
垣
な
ど
へ
改
善
を
行
う
場
合
、

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
ふ
じ
え
だ
４
月
20
日
号
14
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

気象庁の東海地震情報

気象庁が発表する東海地震に関する情報の名称が、
３月24日に変更となりました。

変更点／
◦「東海地震観測情報」から「東海地震に関連
する調査情報」へ情報名を変更
◦各情報の危険度を赤・黄・青の「カラーレベル」
で表示。赤は危険が切迫
◦「東海地震に関連する調査情報」を毎月、定
期的に発表

情報名 発　表

予知情報 東海地震が発生する恐れが
あると認められたとき

注意情報
観測された情報が東海地震
の前兆現象である可能性が
高まったとき

調査情報
（定例・臨時）

東海地震に関する観測デー
タに通常とは異なる変化が
観測されたとき

▼

自
助
・
共
助

　

地
震
発
生
時
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
「
自
助
」
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

日
頃
の
備
え
が
被
災
後
の
生
活
を
大
き
く

左
右
し
ま
す
。
３
６
５
日
、
地
震
に
備
え

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
落
ち

着
い
て
行
動
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
え
る
「
共
助
」
の

態
勢
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
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本
市
で
は
、
本
年
度
か
ら
「
交

通
安
全
日
本
一
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
市
で

は
、
藤
枝
警
察
署
や
安
全
運
転
管

理
協
会
な
ど
と
連
携
し
、「
イ
エ

ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
」

と
は
、『
黄
色
は
停
止
の
合
図
』

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
よ
う
と

い
う
も
の
。
近
年
、『
信
号
の
黄

色
は
急
げ
の
合
図
』
と
ば
か
り
に
、

信
号
が
黄
色
な
の
に
無
理
や
り
交

差
点
に
進
入
し
た
り
、
交
差
点
前

で
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
り
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ

れ
が
交
差
点
で
の
出
合
い
頭
事
故

が
多
発
し
て
い
る
一
因
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

事
故
の
４
割
が
交
差
点
内

　

平
成
22
年
に
、
藤
枝
警
察
署
管

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
人
身

事
故
発
生
件
数
は
、
１
３
５
２
件

あ
る
こ
と
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人

一
人
が
認
識
し
、「
イ
エ
ロ
ー
ス

ト
ッ
プ
運
動
」
を
心
が
け
る
こ
と

で
、
交
差
点
内
の
事
故
は
必
ず
減

少
し
ま
す
。
藤
枝
市
は
、「
交
通

安
全
日
本
一
」
に
向
け
、「
イ
エ

ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
を
推
進
し

ま
す
。

交
通
安
全
日
本
一
ふ
じ
え
だ

「
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
」
を
推
進
し
ま
す

で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
交
差
点
内

で
発
生
し
た
事
故
は
５
６
６
件
。

人
身
事
故
全
体
の
約
42
パ
ー
セ
ン

ト
に
当
た
り
ま
す
。
過
去
５
年
間

の
交
差
点
内
の
事
故
発
生
件
数
を

み
る
と
、
常
に
人
身
事
故
全
体
の

40
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
交

差
点
内
で
の
事
故
が
な
く
な
れ
ば
、

人
身
事
故
は
半
減
し
ま
す
。

　

道
路
交
通
法
施
行
令
は
、
信
号

の
黄
色
の
意
味
に
つ
い
て
、「
車

両
等
は
、
停
止
位
置
を
こ
え
て
進

行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。
例
外
と
し
て
、「
信
号

が
黄
色
に
変
わ
っ
た
と
き
、
停
止

位
置
に
安
全
に
停
止
で
き
な
い
場

合
は
そ
の
ま
ま
進
む
こ
と
が
で
き

る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
信
号
の

黄
色
は
『
ま
だ
行
け
る
』
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
信
号
が

黄
色
だ
か
ら
と
、
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
て
、
交
差
点
に
無
理
に
進
入
し

よ
う
な
ん
て
、
も
っ
て
の
ほ
か
で

す
。『
黄
色
は
停
止
の
合
図
』
で

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.76

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
２

ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。」
と
、
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
小
川
国
夫
は
『
肉

声
で
聴
け
る
範
囲
』
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
客
員
教
授
で
あ
っ
た
大

阪
芸
術
大
学
発
行
の
雑
誌
『
河
南

文
学
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。「
私
た
ち
は
ま
ず
、
祖
父

母
の
昔
話
を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
父
母
の
語
る
言
葉
を
聞
き
ま

す
。
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な
る
と
、

友
達
の
体
験
や
決
意
も
耳
に
し
ま

す
。
恋
人
と
の
や
り
と
り
も
あ
り

ま
す
。
や
が
て
、
夫
婦
の
間
で
言

葉
を
交
わ
し
、
さ
ら
に
、
息
子
や

娘
の
希
望
を
喜
び
、
挫
折
を
悲
し

み
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
、
孫
た

ち
の
会
話
に
仲
間
入
り
し
ま
す
。

こ
の
間
、
五
代
に
わ
た
っ
て
、
お

お
よ
そ
百
数
十
年
間
の
出
来
ご
と

を
肉
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、

と
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
学
者
）

ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
は
言
っ
て
い

ま
す
。」

　

小
川
国
夫
が
実
際
に
作
品
と
し

て
書
い
た
の
は
、「
祖
父
母
」「
父

母
」「
私
」
に
至
る
お
よ
そ
百
年

分
で
し
た
。
こ
の
『
肉
声
で
聴
け

る
範
囲
』
は
、最
晩
年
の
遺
作
『
弱

い
神
』
に
お
け
る
、
三
世
代
も
の

の
執
筆
の
根
元
的
な
動
機
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

小
川
国
夫
の
書
斎

　

現
在
、
文
学
館
で
は
、
没
後
３

周
年
と
な
る
小
川
国
夫
の
企
画
展

「
小
川
国
夫
の
書
斎　

作
家
の
し

ご
と
」
を
開
催
中
で
す
。
小
川
国

夫
が
、
昭
和
51
年
か
ら
平
成
11
年

頃
ま
で
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
仕

事
場
と
し
て
い
た
書
斎
か
ら
、
実

際
に
使
用
し
た
作
り
付
け
の
書
棚

や
机
な
ど
を
昨
年
、
ご
遺
族
の
ご

厚
意
で
移
設
。
併
せ
て
寄
贈
い
た

だ
い
た
直
筆
原
稿
や
愛
用
品
類
な

ど
約
２
２
０
点
の
中
か
ら
、作
家
・

小
川
国
夫
の
仕
事
ぶ
り
が
わ
か
る

資
料
を
展
示
し
て
、
書
斎
の
イ

メ
ー
ジ
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
資

料
を
た
く
さ
ん
広
げ
て
も
原
稿
が

書
け
る
大
き
な
机
や
、
原
稿
を
入

れ
る
た
め
の
専
用
の
棚
の
あ
る
書

棚
な
ど
、
作
家
の
書
斎
な
ら
で
は

の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政機関への苦情・要望は行政相談委員に
問市民相談センター　内線672

全国一斉特設人権相談会
問市民相談センター　内線672

　市・県・国などの行政機関に関する市民のみなさん
からの苦情・要望・問い合わせなどを受け付けて、解
決を図るのが「行政相談委員」です。
　行政相談委員は、
民間の有識者（ボラ
ンティア）で、市内
には４人います。
　お気軽に、行政相
談委員にご相談くだ
さい。

写真右から
河原崎　將

すすむ

さん（善左衛門3-13-2 ☎635･0379)
向島　すゞさん（岡出山1-1-19 ☎641･6620）
高橋美佐代さん（岡部町内谷30 ☎667･0176）
浅羽　信雄さん（郡1-2-14 ☎641･3562）

　市には、法務大臣から委嘱された12人の人権擁護委員がいま
す。お気軽にご相談くだ
さい。秘密は厳守します。
とき／６月１日㈬
　午前10時～午後３時
ところ／生涯学習セン
ター

相談料／無料

写真前列右から
青野雅一さん（青南町四）
杉村好美さん（鬼島）
堀　雅己さん（堀之内）
仁藤鈴子さん（上藪田）
清水和子さん（岡部町岡部）
諏訪すゑさん（岡部町玉取）

写真後列右から
池谷光男さん（築地一）
原木一義さん（五十海四）
金原宏治さん（岡部町三輪）
鈴木峰子さん（郡一）
深田正一さん（新南新屋）
堀田千代子さん（大東町）

えだっこじてん

問文化財課　☎645･1100

肉
声
で
聴
け
る
範
囲

　

小
川
国
夫
は
「
肉
声—

私
の
二

十
世
紀—

編
集
後
記
に
代
え
て
」

の
中
で
、「
な
る
べ
く
た
く
さ
ん

の
話
を
肉
声
で
聞
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
量
よ
り
も

も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
い
つ
も
肉
声
の
中
に
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ロ
ク
に
意
味
の
な
い
よ
う
な
言
葉

で
も
い
い
、
ま
わ
り
に
肉
声
が
欲

し
い
の
で
す
。
そ
れ
が
な
い
と
死

消費者モニター制度
問市民相談センター　内線672

５月は消費者月間です
問市民相談センター　内線672

　市では、市民のみなさんの消費生活の安全と向上、消費
者保護を図るため、消費者モニター制度を設けています。
　消費者モニターは、米やパン、しょうゆなどの価格調査
を行います。研修会などで習得した知識や情報を市民のみ
なさんにお知らせしたり、消費者の立場から、市や県に意
見や要望を述べたりします。４月21日に委嘱式を行い、本
年度の消費者モニター 20人が活動を始めています。

　本年度の消費者月間の統一テーマは「地域で広げよう 
消費者の安全・安心」です。
　買い物をしたり、サービスを受けたりするときに、手軽
で便利なのがクレジット・カードです。しかし、打ち出の
小づちのように思い、返済能力を超えて借金したり、収入
以上に買いすぎたりして、多重債務に陥る人がいます。ク
レジット・カードに関する正しい知識を身につけ、賢い消
費者になりましょう。

消費者月間 講演会
とき／５月24日㈫午前10時～11時30分
ところ／生涯学習センター
テーマ／クレジット・カードで失敗しないために
講師／安藤絵理さん（金融広報アドバイザー）
定員／ 60人　参加費／無料
申し込み／電話で市民相談センターへ

過去５年間の藤枝署管内での人身事故発生状況

年 発生件数
（件）

死者数
（人）

交差点内の事故
件数（件） 発生率（％） 死者（人）

22 1352 2 566 41.9 1
21 1301 6 540 41.5 3
20 1590 5 654 41.1 0
19 1544 9 622 40.3 2
18 1614 3 700 43.4 1
※平成18年～ 20年は大井川町を含む。

▲本年度の消費者モニターが活動を開始

枝っ子事典　３月５日号のクイズの解答
Ｑ１：①　Ｑ２：①　Ｑ３：②　Ｑ４：③　Ｑ５：①　Ｑ６：③　Ｑ７：②
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糖
尿
病
勉
強
会
・
相
談
会

▼
と
き
／
５
月
24
日
㈫
午
後
４
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病

院
８
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

▼
内
容
／
糖
尿
病
の
基
礎
と
検
査
値

▼
講
師
／
小こ

谷た
に

仁ま
さ

人と

・
市
立
総
合
病

院
非
常
勤
医
師
ほ
か　

▼
参
加
料
／

無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
６
４
６
・
１
１
９
３

情
報

フ
ァ
イ
ル

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈫
で
す

富
士
山
静
岡
空
港

コ
ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

住
基
カ
ー
ド
不
正
取
得

防
止
に
新
兵
器

ま
ち
づ
く
り
事
業
の

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

きれいなまちづくりにご協力ください
問生活環境課　内線412

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

水
防
訓
練
を
実
施

梅
雨
期
を
前
に
、
水
害
に
備
え
て
水

防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
５
月
22
日
㈰
午
前
８
時
〜

10
時　

▼
と
こ
ろ
／
瀬
戸
川
ふ
れ
あ

い
大
橋
下
流　

▼
内
容
／
月
の
輪
工

法
、
改
良
せ
き
板
工
法
な
ど
の
訓
練

問
河
川
課　

内
線
２
３
２

日
㈮
ま
で

環
境
社
会
検
定
（
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
）

▼
と
き
／
７
月
24
日
㈰
午
後
１
時

30
分
〜　

▼
申
込
期
間
／
５
月
10

日
㈫
〜
６
月
10
日
㈮

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
商
工
会
議
所

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
藤
枝
商
工
会
議
所

☎
６
４
１
・
２
０
０
０

偽
造
し
た
運
転
免
許
証
に
よ
る
「
な

り
す
ま
し
」
に
よ
り
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
不
正
に
取
得
す
る
事
件

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
運
転
免
許
証
識
別
装
置
を
導
入

し
、
本
人
確
認
の
徹
底
を
図
り
、
そ

の
予
防
に
努
め
ま
す
。

問
市
民
課　

内
線
６
１
４

市
民
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
総
合
事
業
補
助
制
度
」
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
５
月
28
日
㈯
午
前
８
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
大

会
議
室

問
市
民
協
働
課　

内
線
２
６
７

地
デ
ジ
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
５
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
と
こ
ろ
／

Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
１
階　

▼
相
談
料
／

無
料　

※
申
込
不
要

問
デ
ジ
サ
ポ
静
岡

☎
６
５
４
・
０
２
１
１

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
自

動
車
（
軽
自
動
車
を
除
く
）
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
す
る
県
税
で
す
。

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
自
動
車
税
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
５
月
31
日
㈫
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

問
県
藤
枝
財
務
事
務
所

☎
６
４
４
・
９
１
２
２

富
士
山
静
岡
空
港
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
の
メ
ー
ル
会
員
に
登
録
し
、
静

岡
空
港
の
発
着
便
を
利
用
す
る
か
、

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
ま
た
は
ジ
ュ
ビ
ロ

磐
田
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
観
戦
す
る

と
、
素
敵
な
商
品
が
抽
選
で
当
た
り

ま
す
。

問
富
士
山
静
岡
空
港
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局　

☎
２
０
２
・
９
０
１
１

▼
と
き
／
５
月
18
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

講
堂　

▼
内
容
／
超
音
波
の
世
界
へ

よ
う
こ
そ
〜
体
に
優
し
い
超
音
波
検

査
で
早
期
発
見
〜　

▼
講
師
／
秋
山

敏
一
・
診
療
技
術
部
付
科
長　

▼
受

講
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

商
工
会
議
所
検
定
試
験

昔
な
が
ら
の
紙
芝
居

地
デ
ジ
相
談
会

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

環境フェスタ
“もったいない”2011 inふじえだ
問市もったいない運動推進委員会（環境政策課）　内線417

来たれ　柔軟な発想と行動力に富む“人財”

市職員採用説明会
問人事課　内線332

とき／５月28日㈯午前９時～午後４時
ところ／蓮華寺池ホール・広場
内容／環境活動を行う市民団体の人たちの話を聴き、体験を

通して環境について学びます。
○廃油石けん作り
○古布を使った手まり作り
○竹や木の実を使った工作展示
○次世代エコカー展示
○地元産の木材を利用した積木

で遊ぼう
○スタンプラリー　など

※29日㈰（午前９時～午後３時）に、同会場で次世代エコ
カーの展示のみ、引き続き行います。

不法投棄監視パトロール
　５月30日㈪～６月５日㈰は、全国ごみ不法投棄監視ウイークです。
不法投棄根絶のため、市内でもパトロールを行います。
出発式
とき／５月27日㈮午前８時10分～
ところ／市役所玄関前
５月29日㈰は統一美化キャンペーンの日
　地域の環境美化を推進するため、統一美化キャンペーンに、ご参加
ください。
実施方法／町内会・子供会などが決めた方法に従って、ごみ拾い。仕

分け後、午前10時までに決められた場所にお持ちください
ごみの仕分け方／

①燃やすごみ　②無色ビン　③色ビン
④缶（鉄・アルミなどの金属類）

※ポリ袋に入れ、燃やすごみは口を閉めてくだ
さい。

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
２
級
・
３
級

▼
と
き
／
７
月
３
日
㈰　

３
級
：

午
前
10
時
〜
、
２
級
：
午
後
１
時

30
分
〜　

▼
申
込
期
間
／
５
月
20

日
㈮
ま
で

販
売
士
３
級

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜　

▼
申
込
期
間
／
５
月
23

日
㈪
〜
６
月
15
日
㈬

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
級
・
３
級

▼
と
き
／
７
月
10
日
㈰　

３
級
：

午
前
10
時
〜
、
２
級
：
午
後
１
時

30
分
〜　

▼
申
込
期
間
／
５
月
27

ご
存
知
で
す
か
検
察
審
査
会

交
通
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
犯

罪
の
被
害
者
に
な
っ
た
り
し
た
の
に
、

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は

検
察
審
査
会
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

問
静
岡
検
察
審
査
会

☎
２
５
２
・
６
１
１
２

▲自転車発電が体験できます

玉
露
の
里
お
茶
ま
つ
り

▼
と
き
／
５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
22
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ
／
玉
露

の
里　

▼
内
容
／
玉
露
茶
葉
の
天
ぷ

ら
サ
ー
ビ
ス
、
玉
露
の
茶
摘
み
体
験
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど　

問
玉
露
の
里

☎
６
６
８
・
０
０
１
９

市
原
悦
子

朗
読
と
お
話
の
世
界

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

街
頭
紙
芝
居
の
第
一
人
者
が
藤
枝
に

や
っ
て
き
ま
す
。

▼
と
き
／
５
月
29
日
㈰
午
前
11
時
〜
、

午
後
１
時
〜
、
午
後
３
時
〜
（
い
ず

れ
も
約
40
分
間
）　

▼
と
こ
ろ
／
郷

土
博
物
館
ホ
ー
ル　

▼
講
師
／
杉
浦

貞た
だ
し

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紙
芝
居
文
化

協
会
）　

▼
内
容
／
金
の
オ
ノ
銀
の 

オ
ノ　

な
ど　

▼
定
員
／
各
回
１
０
０ 

人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
料
（
入
館 

料
）
／
大
人
２
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料　

※
直
接
、
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

藤
枝
の
民
話
や
童
話
な
ど
を
心
に
響

く
語
り
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
と
き
／
７
月
24
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

▼
入 

場
料
／
前
売
り
３
千
円
、
当
日
３
５

０
０
円
（
全
席
指
定
）　

▼
チ
ケ
ッ

ト
販
売
／
５
月
21
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
、
市
民
会
館
窓
口
（
午
後
１
時
か

ら
は
電
話
予
約
可
）

問
市
民
会
館

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

▼
対
象
／
平
成
20
年
度
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
親　

▼
と
き
／
６
月
21
日

㈫
午
前
９
時
45
分
〜
11
時　

▼
と
こ

ろ
／
勤
労
者
体
育
館　

▼
内
容
／
身

近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
、
家
で
も
で

き
る
遊
び
や
、
み
ん
な
で
行
う
ゲ
ー

ム
な
ど　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
５
月
19
日
㈭
か
ら
、
電
話

で
前
島
保
育
園
へ

☎
６
３
６
・
７
７
８
０

３
歳
の
親
子
遊
び

　平成24年度に採用する藤枝市職員の採用説明会 
を開催します。
　市では、柔軟な発想と行動力に富んだ有能な人
材を求めています。藤枝市職員を目指す人は、ぜ
ひ、ご参加ください。
とき・ところ／

５月21日㈯・６月11日㈯　市役所大会議室
５月28日㈯　県男女共同参画センターあざれ

あ（静岡市駿河区）
いずれも午後７時～（内容は同じです）

※申込不要。ご家族も参加できます。
採用職種・人数・条件などは、広報ふじえだ５月
20日号に掲載し、５月20日以降は市ホームページ
でもお知らせします。

特定健康診査
問国保年金課　内線628

対象／市内に住んでいる40歳以上の国民
健康保険・後期高齢者医療保険の加入者

（対象者には市から受診券を送付）
とき／５月10日㈫～12月２日㈮
受付時間／午前８時30分～９時30分
ところ／志太医師会検診センター（市保健

センター隣）
持ち物／受診券、保険証、健診料
内容／特定健康診査
〈基本的な健診・必須項目〉問診・血圧
測定・診察・身体測定（腹囲）・尿検査・
血液検査（脂質・肝機能・糖尿病検査）

〈詳細な健診：医師の判断により実施〉
血液検査（貧血検査）・心電図・眼底検査

※平成23年度に人間ドックとの重複受診は 
できません。
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ス
ポ
ー
ツ
教
室

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
／
６
月
７
日
〜
７
月
19
日

の
毎
週
火
曜
日　

▼
と
こ
ろ
／
藤

枝
中
学
校
体
育
館　

▼
定
員
／
30

人
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
き
／
６
月
７
日
〜
７
月
19
日

の
毎
週
火
曜
日　

▼
と
こ
ろ
／
西

益
津
小
学
校
体
育
館　

▼
定
員
／

30
人

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ウ
オ
ー
ク
教
室

▼
と
き
／
６
月
８
日
〜
７
月
20
日

の
毎
週
水
曜
日　

▼
と
こ
ろ
／
蓮

華
寺
池
ホ
ー
ル　

▼
定
員
／
20
人

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
開
催
時

間
／
午
後
７
時
〜
８
時
45
分　

▼
受

講
料
／
千
円
（
全
７
回　

中
学
生
以

下
５
０
０
円
）　

▼
持
ち
物
／
運
動

の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物　

▼
申
し
込
み
／

直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ　

内
線
７
７
４

※
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ウ
オ
ー
ク
教
室
で
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
貸
出
希
望
者
は
別

途
貸
出
料
千
円
が
必
要
で
す
。

情
報

フ
ァ
イ
ル

年金支給額の変更　問国保年金課　内線624

市バスマップ・時刻表の訂正について　問都市政策課　内線204

　３月下旬に全戸配布した「市バスマップ・時刻表」に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
城南平島線（10ページ）「水守方面行き」第３便
水守バス停 （誤）13：53　→　（正）12：53

朝比奈線（11ページ）「しずてつストア岡部店前方面行き」第４便
藤枝市岡部支所前バス停 （誤）111：5　→　（正）11：15
中部国道線（13・14ページ）「藤枝駅前･藤枝市立総合病院方面行き｣
起点バス停名 （誤）新静岡　→　（正）静岡駅前

年金の支給額が、物価の変動により５年ぶりに0.4％引き下げられます。
支給額が変わるのは、６月支払い分（４月・５月分）からです。
国民年金保険料は、賃金や物価の変動により、１カ月あたり80円減額です。

（金額は月額）
平成23年度 平成22年度

国民年金（老齢基礎年金・満額１人分） 65,742円 66,008円
国民年金保険料 15,020円 15,100円

催　　し催　　し催　　し募　　集募　　集募　　集

赤旗囲碁クラブ　指導碁会

初心者ナイターテニス教室 春の山野草盆栽展示会

伝統文化こども茶道教室

大活弁上映会

藤枝混声合唱団　団員募集

家族でお菓子工場見学会

初夏の盆栽と山野草展

ふじようまつり

藤枝オセロクラブ

わくわくスキップランド

藤枝菊花会　会員募集

卓球交流会　会員募集

▼とき／５月22日㈰午前９時～　 ▼と 
ころ／生涯学習センター　 ▼講師／中
島美絵子さん（プロ棋士・二段）　 ▼参 
加料／千円　 ▼指導料／ 1500円
問近藤宅	 ☎645･2356

▼ とき／毎週木曜日午後７時30分～
９時（初回　５月26日）　 ▼ところ／ 
アイテニスクラブ藤枝　 ▼コース／18	
歳以上の部、50歳以上の部　 ▼ 参加
料／８千円（全10回）　 ▼申し込み／
５月20日㈮までに、参加料を持参し、
直接、ラケットショップオレンヂかテ
ニスショップカトウへ
問市テニス協会（石川宅）
	 ☎643･1669

▼とき／５月21日㈯・22日㈰午前９
時～午後５時（22日は午後３時まで）

▼ところ／大洲公民館　 ▼入場料／無料
問山野草盆栽愛好会（杉山宅）
	 ☎637･2511

▼ 対象／小・中学生　 ▼ とき／５月
28日㈯午前９時30分～11時30分
（以後、月１～２回）　 ▼ところ／生涯
学習センター　 ▼ 参加料／１回300
円　 ▼申し込み／電話またはファクス
で青島宅へ
	 ☎635･0189　 636･8520

▼対象／どなたでも（初心者歓迎）　 ▼と 
き／毎週火曜日午後７時30分～９時

▼ ところ／生涯学習センター　 ▼ 会 
費／月2500円　※直接、会場へ
問山下宅	 ☎643･5328

▼ とき／６月６日㈪～10日㈮午前９
時～、午前11時～、午後２時～（全
15回）　 ▼ ところ／㈱明治東海工場

▼定員／各回70人（抽選）　 ▼申し込

み／ハガキに住所・氏名・電話番号・
希望日時・参加人数（大人･子ども）
を記入し、５月25日（必着）までに、
〒426–0033市内小石川町4–22–1
㈱明治へ	 ☎641･0900

▼とき／５月28日㈯・29日㈰午前９
時30分～午後５時（29日は午後４時
まで）　 ▼ ところ／生涯学習センター

▼入場料／無料
問日本盆栽協会志太中央支部（岩井宅）
	 ☎641･8907
▼ とき／６月５日㈰午前９時30分～
午後２時10分　 ▼ ところ／藤枝特別
支援学校　 ▼内容／午前：太鼓演奏　午	
後：ふれあいコンサート　など
問藤枝特別支援学校	 ☎636･1893

▼とき／毎月第２土曜日・第４日曜日
午前10時～午後４時30分、毎月第
３水曜日午後１時～４時30分　 ▼ と
ころ／文化センター　 ▼参加料／１回
100円（子ども50円）
問鈴木宅	 ☎635･9447

▼対象／未就園児とその親　 ▼とき／ 
６月３日～７月15日の毎週金曜日午前	
10時～ 10時50分　 ▼ところ／生涯
学習センター　 ▼ 内容／リトミック	

▼ 定員／ 20組　 ▼ 料金／ 3600円	

▼ 申し込み／ファクスでECOモー
ション（小泉宅）へ
	 ☎646･1919　 646･1920

▼とき／毎月第３土曜日午後１時～３
時　 ▼ ところ／青島北公民館　 ▼ 内 
容／菊作り講習　 ▼会費／年2500円

▼申し込み／電話で清水宅へ
	 ☎668･0603
※新会員には、菊の苗を差し上げます。

▼ 対象／ラリーの出来る人　 ▼ とき／
毎週月曜日午後７時～９時　 ▼ところ／ 
高洲中学校体育館　 ▼ 会費／６カ月
1500円　 ▼持ち物／ラケット、体育
館シューズ　 ▼定員／５人　 ▼申し込
み／電話で鈴木宅へ	 ☎635･5824 ▼ とき／６月12日㈰午後２時～４時

▼ところ／生涯学習センター　 ▼上映
演目／国定忠治、チャプリンの霊泉な
ど　 ▼活弁師／麻生八

や

咫
た

さん、麻生子
こ

八
や

咫
た

さん　 ▼ 定員／ 320人　 ▼ 入場
料／ 1500円　 ▼申し込み／６月11
日㈯までに、電話で無声映画上映実行
委員会（宮崎宅）へ	 ☎667･7090

▼とき／６月４日㈯・５日㈰（１泊２
日）　 ▼ ところ／焼津青少年の家ほか

▼内容／カヌー、海釣り、レクリエー
ション　 ▼ 参加料／３歳未満1300
円、３歳～就学前3100円、小学生
以上4300円　 ▼ 通信料・用紙代／
１家族100円　 ▼定員／ 15家族（抽
選）　 ▼ 申し込み／５月17日㈫まで
に、電話で焼津青少年の家へ
	 ☎624･4675

▼
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
が
、

一
日
も
早
く
心
休
ま
る
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
私
た
ち
も
支
援
し
続
け
ま

す
。
大
地
震
は
、
日
常
生
活
を
一
瞬

に
し
て
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
一

度
、
各
家
庭
で
の
防
災
対
策
や
備
蓄

品
の
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

回
の
震
災
は
、
千
年
に
一
度
の
大
災

害
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

震
の
恐
ろ
し
さ
を
、
胸
に
刻
み
、
検

証
し
、
東
海
地
震
に
備
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
広
報
ふ
じ
え
だ
の
編
集
を
始
め
て

１
年
１
カ
月
。
初
め
て
の
特
集
づ
く

り
。
今
ま
で
は
仲
間
が
編
集
し
た
特

集
ペ
ー
ジ
を
見
る
立
場
。「
自
分
に

特
集
ペ
ー
ジ
が
編
集
で
き
る
の
か
」。

不
安
と
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。

写
真
の
配
置
や
４
ペ
ー
ジ
で
一
つ
の

テ
ー
マ
を
編
集
す
る
難
し
さ
な
ど
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
時
間
と
労
力
を

要
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、周
り
の
仲

間
た
ち
の
支
え
が
あ
り
、
何
と
か
完

成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

に
伝
え
た
い
思
い
が
、
形
に
な
っ
た

の
か
心
配
で
す
が
…
。
こ
れ
か
ら
も
、

み
な
さ
ん
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
目
指

し
、
編
集
し
て
い
き
ま
す
。　
　

○ゆ

編

集
後
記

エンジョイ家族
『未来に向かって漕ぎ出そう』

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

手
話
入
門
講
座

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と
日
常
会
話
が

で
き
る
レ
ベ
ル
の
手
話
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、通	

勤
・
通
学
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
人

▼
と
き
／
５
月
18
日
〜
７
月
27
日
の

毎
週
水
・
土
曜
日
（
全
21
回
）　

午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
す
み
れ	

▼
定
員
／
40
人　

▼
受
講
料
／
１
２

０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
５
月
16
日

㈪
ま
で
に
、
電
話
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ　
　

☎
６
６
７
・
２
９
４
０

▼
と
き
・
内
容
／
６
月
４
日
㈯
「
江

戸
時
代
の
い
ろ
い
ろ
な
飛
脚
」、７
月	

２
日
㈯
「
年
貢
米
の
収
納
」　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
大
旅
籠
柏
屋　

▼
講
師
／
池

谷
圭
次
さ
ん
（
元
岡
部
町
社
会
教
育

指
導
員
）、
松
谷
和
子
さ
ん
（
岡
部

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

▼
定
員
／

各
20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／

無
料　

▼
申
し
込
み
／
５
月
17
日
㈫

か
ら
、
電
話
で
大
旅
籠
柏
屋
へ

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

か
わ
ら
版
で
読
み
解
く

岡
部
の
歴
史

ざ
る
豆
腐
づ
く
り

▼
と
き
／
５
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜
、	

午
後
１
時
30
分
〜　

▼
と
こ
ろ
／

大
旅
籠
柏
屋　

▼
定
員
／
各
６
人

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
９
５
０
円	

▼
申
し
込
み
／
５
月
17
日
㈫
か
ら
、

電
話
で
大
旅
籠
柏
屋
へ

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

カ
ナ
ダ
人
講
師
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を

通
じ
て
、
楽
し
く
英
語
に
触
れ
よ
う
。

▼
対
象
／
小
学
校
１
年
〜
４
年
生	

▼
と
き
／
６
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時　

▼
と
こ
ろ
／
青
島
南
公
民
館	

▼
定
員
／
35
人（
申
込
順
）　

▼
参
加 

料
／
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
５

月
23
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
市
国
際
友

好
協
会
へ　

☎
２
７
０
・
３
２
３
２

煎
茶
を
楽
し
む

暮
ら
し
の
中
の
茶
文
化
を
楽
し
み
、

所
作
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き
／
６
月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
櫻
井
利
子
さ	

ん（
藤
枝
市
文
化
協
会
会
長
）　

▼
定 

員
／
30
人（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／ 

無
料　

▼
申
し
込
み
／
５
月
17
日
㈫

か
ら
、電
話
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ	

ン
タ
ー
へ　

☎
６
４
１
・
７
７
７
７

地元企業の話を
聞いてみよう
問志太榛原経済フォーラム
（静岡産業大学内）

☎646･5435　 646･5461
keifou0704s@yahoo.co.jp

とき／６月14日㈫午後３時～５時
ところ／駅南図書館
講師／桑木剛一郎さん
（住友ベークライト㈱静岡工場長）
テーマ／我社を取り巻く現状と経
営戦略
参加料／千円
申し込み／６月７日㈫までに、電
話またはファクス・Ｅメールで、
志太榛原経済フォーラムへ

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル



Fujieda H23.5.513

藤の里
ファミリーサポートセンター
問ファミリーサポートセンター（児童課内）　☎643･6611
　仕事と子育ての両立を応援します。育児の援助が
できる人（提供会員）が、育児の援助を受けたい人（依
頼会員）の、子育てを支援します。どちらも会員登
録が必要です。
育児の対象／０歳児～小学生
保育料／１時間600円～900円（食事代、おやつ代
は別途）

会員登録に必要なもの／
提供会員
　本人の写真（縦３㎝×横2.4㎝）２枚、印鑑、運転
免許証または健康保険証
※講習会受講後に、正式登録となります。
◦講習会
　とき／６月27日㈪～７月１日㈮
午前９時30分～11時30分

　ところ／市役所、中央消防署
　申し込み／直接または電話で児童課へ
依頼会員
　保護者の写真（縦３㎝×横2.4㎝）２枚、印鑑、預け
る子どもの名前が入った健康保険証の写し、預ける	
子どものかかりつけ医とその電話番号を記したもの

育児サポーター（無料）
　育児サポーター（保育士）が家庭を訪問し、
相談に乗ったり、一緒に子育てのお手伝いをし
たりします。利用するには、申請が必要です。
出産予定日の１カ月前から申請できます。
対象／生後180日までの子を持つ保護者で、同居
する家族から昼間に育児支援を受けられない人
訪問時間／月曜～金曜日　午前９時～午後４時
利用時間／１回の出産につき、合計40時間まで

保育ママ
　保育士などの資格を持つ人が、自宅や保育専用施
設でお子さんをお預かりします。現在、市内には
17人の家庭的保育者（保育ママ）がいます。
対象／市内に住んでいて、保護者の事情で昼間保育
を受けられない３歳未満の子

保育時間／午前７時30分～午後６時30分の間で、
８時間以内

保育料／所得税の額により異なります

子育て支援センター（無料）
　子育て中のお父さん、お母さんが安心して子
育てができるよう、パパ友やママ友づくりのお
手伝いをしています。詳しくは、毎月の広報ふ
じえだ20日号「一緒に子育て楽しもう」をご覧
ください。

◦くるるん（前島保育園内）	 ☎636･7780
◦さくらんぼ（城南保育園内）	 ☎641･2697
◦ふれあいルーム
　（たちばな保育園内）	 ☎644･2522
◦めだかっこ（藤枝保育園内）	 ☎270･7381
◦光の子広場（青木橋保育園内）	 ☎641･1262
◦エンジェルルーム
　（藤枝聖マリア保育園内）	 ☎638･2941
◦ひよこ（ひよこ保育園内）	 ☎636･0560
◦ひまわり（ふじの花保育園内）	 ☎636･7760
◦あさひな
　（岡部あさひな保育園内）	 ☎668･0200
◦おひさま（岡部みわ保育園内）	 ☎667･0901
◦ぽかぽかルーム
　（岡部聖母保育園内）	 ☎667･0232
◦にこにこ広場（青島北公民館内）	 ☎645･2525
◦こども広場（高洲公民館内）	 ☎635･1477
◦ちびっこルーム
　（福祉センターきすみれ内）	 ☎667･7051

あなたの子育て
　　応援します

　子育てで、悩んでいることや困っていることはありませんか。
市では、育児の相談に乗ったり、子育て中のみなさんの交流の場
を提供したり、さまざまな形で、子育ての応援をしています。

児童課　内線662

■こども医療費の助成
　市では、子どものいる家庭に対し、こども医療費
の助成を行っています。助成の対象は、中学校３年
生までの子どもです。小学生までは「こども医療費
受給者証」を交付しています。健康保険証と一緒に、
病院などの窓口に提示してください。中学生は、払
い戻し（還付）申請により助成を受けることができ
ます。
※詳しくは、児童課へお問い合わせください。

■子ども手当の支給
　子ども手当は、９月まで引き続き支給されること
になりました。すでに受給している人は、延長に伴
う新たな届出・申請は必要ありません。ただし、出
生や転入などに伴い、新たに子ども手当を受給しよ
うとする場合は、申請が必要です。
対象／中学校３年生までの子どものいる家庭
支給額／子ども１人につき、月１万３千円
申請先／児童課または岡部支所市民窓口課
※公務員（独立行政法人などに派遣されている人は
除く）は、勤務先での手続きとなります。

支給開始時期／請求のあった月の翌月分から支給
※子どもが生まれた日の翌日から15日以内に申請
をすれば、出生月の翌月分から支給されます。

持ち物／
◦認め印
◦請求者（保護者）名義の普通預貯金通帳または
キャッシュカード（写し可）

◦請求者（保護者）名義の健康保険証（請求者が国
民年金加入の場合は不要）

※上記以外に書類などが必要な場合があります。詳
しくは、児童課へお問い合わせください。

※毎年６月に提出をお願いしている「現況届」は、
本年については提出の必要はありません。ただし、
10月には届出・申請が必要になる場合があります。

あかちゃん駅を設置
　子育て中のお母さんが気軽に外出できるよう
に、授乳やおむつ交換のできる施設を ｢あかちゃ
ん駅｣と名づけ、公共施設に整備しています。「あ
かちゃん駅」の旗が目印です。お気軽にご利用
ください。

▲あかちゃん駅の室内の様子

◦市役所３階	児童課前
◦保健センター
　　１階ロビー
◦岡部支所１階ロビー

　自宅でピアノ教室をやっているため、レッスン中は
子どもたちを提供会員の海野さんに預けています。預
け先の海野さんは、家の近所で、保育経験者なので、
子育てでわからないことがあると気軽に相談できます。
育児のアドバイスもしてくれるので、とても安心して
子育てができます。すぐそばにいてくれる感じがして、
とても頼りになります。

徳浪理紗さん（茶町二）
ファミリーサポート利用年数約
２年。充

あ つ

希
き

君（２歳）と双子の
碧
あ お

志
し

君・空
そ

大
ら

君（５カ月）。

～ファミサポ利用中～
仕事と育児の両立の頼もしい味方です
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藤娘があなたの地域へ
　市観光協会では、市のPRやイメージ
アップを図る催しに、藤娘を派遣してい
ます。地域のイベントや催しなどに藤娘
を呼びませんか。
派遣対象／観光宣伝活動、公共・公益事
業の啓発活動

藤娘に対する謝礼金（１日１人当たり）／食
事時間を含む５時間以内の場合は５千
円、５時間以上の場合は１万円

申し込み／派遣を希望する日の１カ月前
までに市観光協会へ	 ☎645･2500

※藤娘の指名はできません。
　依頼人数に合わせ、事務
　局で調整します。

５代目　藤娘披露

永井 加代 さん

趣味・特技

茶道、ピアノ、ギター、

外食をしてお気に入

りのお店を探すこと

趣味・特技

ショッピング、暗算、

英語、中国語、日本

茶アドバイザー
②藤枝のここが好き！
　金比羅山や瀬戸川堤の桜並木がピンク色に染まる春が大好きで
す。ライトアップされた夜桜も魅力的で、大好きです。
③自己PR
　英語や中国語が得意なので、外国人とも積極的に話ができます。
日本茶アドバイザーの資格があるので、藤枝茶にも詳しいです。
④藤娘としての抱負
　富士山静岡空港ができ、国内外のお客さまが訪れやすくなりま
した。観光資源の豊かさや特産品の魅力など、あらゆる面から藤
枝市をPRしていきます。藤枝を外から見た経験を生かし、「藤枝
ならでは」を全国発信したいです。津島 亜希 さん

園などの藤枝の自然はもちろん、「スイーツのまち」や「居酒屋
グランプリのまち」、「朝ラーメンのまち」などの新しい食文化に
溢れているところが大好きです。
③自己PR
　興味のあることに向かって、まっすぐに努力できるところが私
の良いところだと思います。今も藤枝の伝統文化・新しい文化に
ついて学んでいます。
④藤娘としての抱負
　藤まつりでたくさんの人たちに声をかけていただき、とてもう
れしかったです。明るい笑顔で藤枝の魅力を伝え、市民のみなさ
んや藤枝を訪れるすべての人たちに愛される藤娘になりたいです。

　５代目となる藤の里観光大使「藤娘」
３人が決定しました。３月から接遇研修
やウオーキングの練習が始まり、４月
16日に「藤まつり開会式」で、お披露
目式を行いました。
　これから２年間、藤の里観光大使とし
て、藤枝市
をさまざま
なシーンで
PRします。

川内 春奈 さん

藤の里観光大使

▲専門家の指導でウオーキングの練習

①応募したきっかけは？
　広告デザインの仕事で、藤枝のPRをする父
親の姿を身近に見ていて、とても魅力を感じま
した。自分も大好きな藤枝の魅力を伝えたいと
思い、応募しました。
②藤枝のここが好き！
　小さな頃から遊んでいた瀬戸川や蓮華寺池公

市民のみなさんに
愛される藤娘になりたい

趣味・特技

ピアノ、ミュージカ

ルやバレエなどの舞

台鑑賞、カード作り

①応募したきっかけは？
　県武道館で行われていた産業祭で活躍する藤
娘を見て、素敵だなと思い、応募しました。
②藤枝のここが好き！
　藤枝のお茶が大好きで、毎日リーフのお茶を
飲んでいます。お茶スイーツも好きです。自然
豊かで、「朝ラーメンのまち」や「スイーツの

まち」として活気溢れるまちづくりをしている
藤枝市が大好きです。
③自己PR
　好奇心旺盛で、いろいろなことに興味を持ち、
調べ尽くします。藤枝の良いところをもっと
もっと知りたいです。
④藤娘としての抱負
　藤の花言葉「あなたを歓迎します」の言葉の
とおり、いつでもどこでも藤枝に来た人たちを
笑顔で歓迎します。おもてなしの心で藤枝を
いっぱいPRしたいです。

いつでもどこでも
笑顔であなたを歓迎します

①応募したきっかけは？
　大学進学で藤枝を離れたとき、いかに藤枝市
が暮らしやすく、食べ物や自然に恵まれている
かを再確認しました。生まれ育った藤枝市をい
ろいろな角度からPRし、藤枝市全体をさらに
活性化させたいと強く思い、応募しました。

「藤枝ならでは」を
全国に向けて発信します
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